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研究成果の概要（和文）： 

この研究の目的は、看護実践の質向上を導くための看護支援システムの機能を明らかにするこ

とである。初期の看護支援システムは紙を置き換えただけであり、画面数の多さはしばしば看

護師の思考過程を阻害していた。我々は、看護師が情報システムから得ている情報とその時の

思考過程の関係を明らかにするために、予備調査、事後調査を含め 6つの調査を実施した。本

調査では 31名 16病院の看護師を対象とし勤務開始前の情報収集場面を録画しその思考過程を

分析した。その結果、看護師の思考プロセスは知識や経験によって異なり、経験のある看護師

ほど患者の予後を予測するための情報を必要としているなど、システムから得た情報にも違い

が見られた。看護支援システムはこの研究で明らかとなった看護師の思考プロセスに基づいて

設計されるべきである。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to identify the key features of electronic nursing records 

(ENRs) to improve the quality of nursing practice. When early ENR systems replaced 

paper forms, their many screens often interfered with the thinking process of nurses. 

We interviewed 31 nurses at 16 hospitals and recorded videos when they used ENR systems 

before their shift. The information the nurses needed depended on the nurses’ 

knowledge and experience. Less experienced nurses needed only orders, the patients’ 

chief complaint, whereas experienced nurses required justification of orders, 

estimation of patient's prognosis, and management issues. The design of ENR systems  

should comply with the thinking process of nurses that this research has identified. 
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１．研究開始当初の背景 
 
2006年当時、わが国で稼働中の電子カルテシ
ステムは、紙伝票を電子的に入力・参照でき
るようにしたものや、医学モデルに沿ったケ
アプランを選択するシステムなど、看護の過
程に沿ったものとはいえない状況であった。 
また、コンピュータシステムの画面は、紙に
比べて尐ない情報しか表示できないにも関
わらず、紙記録の書式をそのまま採用した情
報システムであったため、看護師は多くの画
面を切り替えて情報を収集しなければなら
ず、看護師の思考過程を阻害している可能性
が考えられた。 
これまで、看護師の思考過程を看護支援シス
テムの設計に反映する手法が確立できてお
らず、使いやすいシステム設計の基盤が必要
とされていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、看護実践の質向上を導くため
に、看護師の思考過程に沿った電子カルテシ
ステムの仕様を作成することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
看護師の思考過程と電子カルテシステムの
操作との関係を明らかにする本調査に先立
ち、2 件の事前調査、1件のプレテスト、な
らびに本調査後に追加調査を 2 件実施した。 
 
(1)事前調査 
既存の研究やインタビューから看護師の思
考過程と看護支援システムの関係を調査し
た。 
①平成 16年度〜平成 18年度の研究「電子カ
ルテシステムにおける看護実践用語分類の
寒態調査及びモデル携築に関する研究」(基
盤研究 B 一般)で既に得られている 17 施設、
48 名の看護師の思考過程に関するインタビ
ューデータを、看護支援システムと看護師の
相互関係に焦点を当て再分析した。 
②3施設 11名の看護師を対象として面接調査
を実施し、看護支援システムと看護師の相互
関係に焦点を当てて分析した。 
 
(2)プレテスト 
看護師と看護支援システムとの相互作用を
実環境で調査するためにプレテストを行っ
た。2008年 5月 8 日〜2008 年 9月 3日、2医
療機関の看護師 6名に対して参加観察法と面
接法を併用し、電子カルテの操作場面と看護
師の思考パターンを収集した。 
 

(3)本調査 
2008年 9月 1日〜2009年 2 月末、全国 17 施
設 34 名の研究参加者となった看護師から電
子カルテの操作場面の録画し、操作時の思考
過程を Think Aloud 法により調査した。 
 
(4)事後調査 
看護師による思考過程の違いをより明らか
にするために２つの調査を実施した。 
①本調査は異なる環境下の電子カルテであ
ったため、統一の電子カルテデモ画面を作成
し、2010年 10月 21～26日に 5年以上の臨床
経験をもつ看護師 6名に対して、実際の勤務
開始を想定し情報収集を行ってもらった。対
象者は、どのような意図で情報を収集してい
るのかを自発的に発話してもらいその会話
を分析した。 
②看護師の思考過程を多角的に明らかにす
るために、2010年 11月～平成 2011年 1月に
12 施設 187名の看護師を対象とし、看護診断
正確性と看護師の自律性、直観力、CT 能力４
尺度と個人特性について自記式質問紙調査
を行った。 
 
４．研究成果 
(1)事前調査 
看護師によって思考プロセスは大きく異な
ることが示された。また、看護支援システム
が同一であっても看護師の思考次第で効率
的に使い適切な看護実践へと繋いでいける
場合があることや、看護支援システムのなか
でも、情報収集画面、全体像画面、計画立案
画面、実施入力画面の構造を工夫することで、
より適切な看護実践を導けるのではないか
という点が示唆された。 
 
(2)プレテスト 
電子カルテシステムとの看護師の相互作用
を調査するには、①勤務前の時間帯が適切で
あること、②看護師の思考過程を明らかにす
るために思考を声に出してもらう Think 
Aloud 法が有効であること、③システム以外
から得られている情報を視野に入れること、
④研究参加者である看護師がその日初めて
受け持つ患者のシステムからの情報収集場
面が有用であることが明らかとなった。 
 
(3)本調査 
電子カルテシステムから情報収集に伴う思
考は、短時間であり最小限の時間で最大の情
報を得ようとする努力が見られること、適切
な設計によるシステムの映像や時系列値情
報からは紙媒体に比して短時間で情報を得
られることが明らかになった。 



特に看護師の思考過程にそって必要な情報
を一覧できる機能が有用であり、指示などを
印刷したワークシートやシステムの画面ス
クロール機能などが重要な役割を果たして
いた。しかし一方で、システムの構造や機能
の不具合が思考の妨害をする可能性も見い
だされた。 
 
(4)事後調査 
看護師の思考過程の違いを明らかにするた
めに行った調査からは、看護師が必要とする
情報とその意図が明らかになった。看護師の
情報収集目的は、指示された業務に関するこ
とと、指示されていない業務に関することに
大別でき、指示されていない業務に関する情
報ニーズは対象者によって大きく異なり、患
者に対する関心の強さや自律した臨床判断
能力が影響していることが示唆された。 
また、質問紙調査からは、看護師の自律性・
直観力・クリティカルシンキング能力が臨床
経験年数と有意に相関することが明らかと
なった。 
 
(6)総括 
本研究では、どのような目的で電子カルテか
ら情報収集を行っているか看護師の思考過
程に着目した。その結果、経験年数・臨床能
力と業務に対する方向性によって、看護師が
必要とする情報が異なり、その違いをいくつ
かのパターンに分割することができた。看護
支援システムは、このような思考過程にそっ
て設計されるべきである。 
また、電子カルテの“１つの情報を多角的に
表示する機能”は、高い情報ニーズを持つ利
用者に特に必要とされるが、現在の電子カル
テでは部分的にしか実装されておらず、思考
パターンに応じて、必要な情報をコンパクト
に一覧できるインターフェースが必要であ
ることが示唆された。 
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